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社叢インストラクター養成セミナー（資格認定試験）実施

　2024年度社叢インストラクター養成セミナーを下

記の通り開催します。社叢インストラクター養成セ

ミナーと同時に資格認定試験を実施しますので、こ

の機に是非、ご受講と資格取得をめざしてください

（セミナーのみの受講も可能です）。

　なお24日の講演は、関西定例研究会と共催です。

会員および一般参加を歓迎します。申込用紙は社叢

学会ホームページ（http://www.shasou.org/inst/

ent.pdf）に掲載しています。必要事項を記入の上、

郵送またはメールでお申し込みください。

　■申し込み締め切り：11月5日(火)必着。 　

　■セミナー受講料：正・協力・賛助会員は15,000円、 市民会員は18,000円★。

　　資格認定試験を受験される方は別途5,000円が必要です。

 　 ★2024年度の学会入会費を含みます。　※フォローアップセミナー3,000円／日

　■受験資格：本学会会員（市民会員はセミナー受講料にて2024年度会員となります）　

11月17日（日）　下鴨神社 （京都市左京区）

10:00～10:20 セミナー開講の挨拶
ガイダンス（前迫ゆり）

10:20～12:20 社叢の樹木実習（フィールド）
講義（武田義明・前迫ゆり）

13:00～14:30 祭事の植物と社叢（フィールド観察
含む）（渡辺弘之）

14:40～15:50 社叢の構造と組成社叢の保全　
（武田義明・前迫ゆり）

16:00～16:30 総括

11月24日（日）　松尾大社 （京都市西京区）

10:00～10:15 松尾大社　ご神職のお話

10:20～12:20 社叢フィールド観察：樹木実習・森
林構造、社叢の保全と管理について
（武田義明・前迫ゆり）

講演「神社空間を核としたコミュニ
ティ形成の実践」（髙田知紀）
（関西定例研究会と共催）

13:00～14:30

14:40～

15:00～ 社叢インストラクター資格認定試験　

総括

次回予告【第94回関西定例研究会】

◆日　　時：11月24日(日) 13：00 ～14：30 

◆場　　所：松尾大社（京都市西京区：阪急松尾大社駅下車すぐ）

◆テ ー マ：神社空間を核としたコミュニティ形成の実践

◆講　　師：髙田知紀氏（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 准教授／

　　　　　　兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員）

◆参 加 費：会員無料（非会員　500円）

この機に資格取得を！

記

申込用紙は
コチラから

*　書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げています。出版された方は、ぜひご献本下さい。

★　会誌の投稿規程と論文の体裁、引用文献の記載方法を公開しています。投稿される　　
方は、これに従って提出してください。http://www.shasou.org/journal/format.pdf

『社叢学研究』第23号への投稿：論文、研究ノート、短報、資料紹介や調査報告(各400字
詰原稿用紙40枚以内)と「鎮守の森の活動報告(祭、音楽会、調査、ワークショップなどの実
施報告、抱える問題点など)」「社叢訪問記」(各1,200字程度)を募集いたします。
締め切りは、論文等10月31日(木)　活動報告等1月10日(金)　いずれも必着。

ご あ い さ つ

このたび事務を担当することになった島田資子

でございます。前任の藤岡郁さんは私が３月ま

で勤務していた大阪商工会議所の先輩、また、

監事の南さんの奥様が長年の友人というご縁で

お世話になることになりました。大阪商工会議

所では主に中小企業振興に関する業務を担当。

新型コロナ感染拡大時は小規模事業者等からの

相談対応に追われていましたが、今、こうして

新しい出会いがあることに感謝しています。

庭に植えてある植物の種類ぐらいしかわかりま

せんが、勉強しながら少しでも社叢学会や先生

方の研究のお役に立てれば嬉しく思います。不

慣れでご迷惑をおかけすることも多いかと思い

ますが、よろしくお願い申し上げます。

　この度、社叢学会ニュース『鎮守の森だよ

り』第131号をお届けすることができました。前

号でご紹介の通り、年６回発行しておりました

『鎮守の森だより』ですが、諸般の事情により

年４回の発行になりました。その２回目の発行

が今号です。

　これまでＮＰＯ法人社叢学会の事務局は、藤

岡 郁さんにすっかりお世話になり、この『鎮守

の森だより』も編集から版下製作、印刷依頼か

ら発送まですべて藤岡さんの手によって行われ

ておりました。

　去る７月をもって長年に亘り本学会でご尽力

いただいた藤岡さんがご退任になり、後任とし

て島田資子さんが事務局担当として着任されま

した。藤岡さんがこれまで担われてきた、いわ

ば事務局長的な仕事と勤務日数ではなく、これ

からは島田さんが事務局を担いつつ、事務局に

勤める日数も限られることから、理事等が事務

局業務の一端を自ら担うこととなりました。

　事務局体制の変更に伴い、今後、櫻井治男理

事長とご相談しつつ、関西地区の前迫ゆり副理

事長、上甫木昭春理事などを中心に、事務局の

総務、経理業務の補佐や社叢インストラクター

養成、理事会・総会の企画運営等に事務局の島

田さんと協働して進めていくことと致します。

　すでに学会誌である『社叢学研究』について

は、岡村 穣理事の全面的なご協力により、原稿

の編集から版下製作までを担っていただいてお

りますが、『鎮守の森だより』も準じた対応と

して、この度の第131号以降は、編集作業を当方

が担い、版下製作から印刷を外注するととも

に、発送を従来通り事務局で行うことと致しま

した。

　何分にも不慣れなためと事務局体制変更のお

知らせをするために、今号は６頁の構成とさせ

ていただきましたが、年４回発行への変更方針

の作成に始まり、今号の編集方針から原稿依

頼、印刷会社との編集作業など一連の作業を行

い、これまで藤岡さんのご尽力を改めて強く感

じている次第です。

　今後も、しばらくの間、このような編集作業

を行い、発行をして参りますので、重ねて会員

の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　 （編集担当　賀来宏和）


